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Although many theories have been presented on the causes of various tumors, 

no conclusive answer has been given. Starting from the Impedin theory of Prof. 

emer. R. ToRIKATA, Prof. Dr. Y. AoYAGI and others have drawn conclusion that micr-

obes should be the cause of some transplantable tumors, observing the presence of 

the Impedin factor in human sarcoma and transplanted animal tumors. In addition, 

the recent advances in the mechanism and technique of electron microscope have 

made possible the detailed morphological studies on the viruses. The viral factors 

were found in EHRLICH’s ascites tumor and other kind of transplantable tumors, and 
are int9nsively studiej from variou雪 angles. On the basis of Impedin theory, we 

investigated the transplantable WALKER’s tumor which had not been studied in 
details so far. 

Our experiments consisted of the following five items: 

1) Phagocyァtosisof staphylococcus aureus in vitro (see Tables l～3 and Figs. 1～3）・

2) Phago：：＇.~アt0sis of日bphylococcusaureus in vivo(see Tables 4～5 and Figs. 4～5). 
3) Precipitin production in the blood (see Tables 6～29 and Figs. 6～29). 

4) Agglutinin production in the blood (see Tables 30～55 and Figs. 30』 37).

5) Production of hemolysins (see Tables 56～77 and Figs. 38、47).

The results of our experiments revealed that the boiled and raw filtrates of the 

¥"¥' ALKER’s tumor had markedly different influences on various immunologic effects. 
The immunogen production capacity w出 depressedwith the addition of raw filtrate 

of the 'IV ALKER’s tumor and wa日 rmarkablypotentiated with the addition of boiled 



Walker 民腫蕩生・煮i同液の；"l-fii~むほ作用に及ぼす影響に関する実験的研究 1827 

filtrate of the same tumor. On the other hand, the filtrates of the subcutaneous 

tissues from which the WALKER’s tumor had developed affected the immunogen pro-
duction capacity quite reversely. That is, the raw filtrate of the suhcutaneous 

tissue always potentiated the immunogen production capacity more markedly than 

the boiled filtrate. 

These facts suggest that the Impedin factor which prevents or suppress all the 

immunologic actions is contained in the WALKER’s tumor and the raw filtrate of the 

tumor maintains this preventive action of Impe<lin. When the Impedin factor is 

destroyed by boiling for a certain period of time, the immunogen production capacity 

is augmented. It was found that the complete destruction of the Impedin takes 
place after boiling at 100°C for 30 minutes. 

The results also proved the fundamental principle of immunology that an 

excessive antigen does not always produce a larger amount of antibcdy, but an 

optimal amount for antigen is neces回 ry.

The studies of Prof. Dr. Y. AoYAGI indicated that the lower microbes than pro旬zoa

posess the capacity to produce Impcdin. Therefore, even if the micr es themselves 

are not recognized micr‘oscopically or by culture, the presence of Impedin is suggestive 
of the presence of such microbes. This hypothesis has been presented by previous 

workers by finding the Impedin factor in the transplantable tumors such as human 

sarcomas, rat carcinoma, rat sarcoma, chicken sarcoma, BROWN-PEARCE’s tumor, 

EHRLICI王’sascites tumor and Y osHIDA’s sarcoma, etc. 

Similarly, we have recognized the presence of the Impedin factor in the trans-

plantable w ALKER’s tumor, and accordingly drawn a conclusion that this tumor is 
also caused bv some kind of microbe. 

Along with the fact viruses have been found in vaccines and cells of transplant-

able animal tumors by electron microscope, the etiological microbes of this tumor 

must be confirmed morphologically in near future although they are not known at 

present. 

緒 ＝ i=ョ

古来』重場発生原因に関しては幾多の説があって，未

だその帰結する所がない．然るに烏潟教授のイムペヂ

ン学説(1917年）に立脚してp 青柳教授を初め多くの人

々が人肉唾及び可移植性動物腫場中に「イムベヂン」

勢力を立証し，従って此等腫疹の発生原因は微生物性

でなければならないと提唱した．また他方1932年屯子

顕微鏡の構成伎び究Jt（：伴いp ピールスの形態学的研
究も進展しP Ehrlich癌を初め或種の可移値性腫場細

胞中から瀦過性的毒を証明しP 今も尚この方面よりの

研究は盛んに行われている．われわれは「イムベヂン j

学説の立場からP 従来まだ討究されていない可移植性

動物腫蕩の一つであるWalker氏種蕩について検討し

fこ．

Walker氏臨場は1928年2月12日GeorgeWalker 

博士が白鼠の左下腹部に発見した而も明らかに白鼠の

自然発生乳癌と認められているものである．

該腫湯は移植に際して妊娠に影響されるから試獣は

雄を使用した.Wister系健常白鼠JOO～200gの背部

皮下組織内ヘ，無繭的に喧；！習を裁切しP 小塊約 0.5g

を内径Zmmの彩植主｜でit入、移tii率は大体JOOラであ
った．初計純系l"l鼠の入子困NJ'のため維系を使用した

が，その移倒率は大体30%であり．腫癖も純系に較べ

かなり小さかった．
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実験第 l，試験管内対黄色ブドウ球菌喰蟻作用lζ及ぼす Walker氏

腫湯生煮両浸出j伐の影響

実験A. 試験管内最大噴菌作用に必要な

Walker氏腫蕩煮沸時間の決定

実験材料

1. 可検暖揚生浸出液

Wister系白鼠の背部皮下組織内へWalker氏腫疹

の（大阪大学当羽外科教室所蔵）小塊を作地i｛＿，約2週

間固に盛大した該腫疹を，全く無菌約に周囲組織から

別出し，腰湯重量1gに対して0.5%石炭酸加0.85%食

塩水を 5ccの割合で加えF 乳鉢中で無菌的海砂と共に

充分磨り潰して粥状となしyl氏以管内lこ移して， 100°c

重盤煎中で5分間煮沸しp 可凝性蛋自体を凝固させて

強力遠心沈澱せしめて3 仁泣討ををとり，これを Walker

氏種疹の生浸出液とした．

2. 可検腹疹各時煮沸浸出液

上記生浸出液の一部を11本のアンプル中に分封しp

100 °Cの重滋煎中て夫々5分！ 10分， 15分！ 20分！ 30 

分I 40分， 50分， 60分！ 90分！ 120分及び150分間煮沸

して各時間別の煮沸浸出液を得た．各液には特に沈

澱， I閣濁害事を認めなかった．

3. 黄色ブドウ感菌菌液（寺島株〉

黄色ブドウ球菌の 24時間寒天斜面培養を 0.5%石炭

酸加0.85%食塩水中に浮滋せしめたものを， 60°Cの重

盗煎中で30分間加温設菌し，遠心して上澄液を捨て，

前記取捨食塩水と略々等量の食塩水を注加して，再び

遠心穏にかけ，か》る操作を 3回反覆して菌体を洗樵

¥., P その後0.5%石炭酸加0.85%食塩水にi}.(ljf.させて保

存し，'11'；こ臨んで使用した．この菌液 1cc中には鳥潟沈

澱計で 1度目即ち 0.0007ccの菌量が含有されている．

4. 白血球液

300 g内外の健常モルモット腹腔内にp 中性肉汁滅

菌液約!Occを，；J.入し，約5時間後p 同腹壁を穿刺して

得た腹水をそのまま白血球液として使用した．

実験方法

硝子製毛細管ピペッ トに，前記の生浸出液及び各煮

沸時間液を夫々p 菌液とモルモット腹水を各空気層を

置いて等量に吸引し， 次いで以上の全量を小硝子皿上

に吹出しp 三者をよく反覆混和させた後，再びピペッ

トに吸引してP 先端を封じて37°Cの瞬卵器中に15分間

放置した後p 直ちにこの混和液の塗妹標本を作り p乾

燥固定後，ギムザ染色を行い倹鋭した．検査に当つて

は中性多核白血球の輪郭正しし よく染色したもの

100～200個を選ぴ，菌休は正しく白血球体内に包喰さ

れたものの菌体数を数えた．但し l個の白血球内で5

個以上の菌を包喰したものは除外し叉白血球と菌と

の比例の甚しく異る視野におけるものも除外した．

「喰J「菌」 「子」の数は総て白血球100個中のもの

を表わした．

実験成績

実験結果は第l表及び第l図に示された通りであ

る．

第1図 試験管内対黄色ブドウ球菌喰燈作用に
及ぼすWalker氏腫蕩各種煮沸時間液

の影響
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所見小括
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1. 喰菌子数は30分煮液を加えたものが最高を示

し， 5分及び10分煮液を加えたものは生液を加えたも

第1表試験管内対黄色ブドウ球菌喰燈作用に'.kl;rすWalker氏腫揚各種煮沸時間液の影響

－主竺~ I協 ｜ 〔 己F i 1びiぽ I2(/ I 3ぴ｜」u: so' I 60' 1 9ぴ j12ぴ I ~そ〈停－
喰 I16.8 I 11.2 I 15’6 I 16.8 I 18.4 ・1 zi.3 I 19.4 I rn.o ・I 1s.8 I 1s.3 I 1i.1 I u.5 I 10.5 
蘭 I22.1 I 2i.s I 19.1 I 22.s I 21.3 I 31.7 I 28.6 I 24.8 I 20.9 I 21.3 : 11.0 I 14.8 I 13.5 
子 I39.5 I 35.7 I 35.3 I 39.3 I 42.1 I 53目。 I48.o I 42.8 I 36.7 I 36.6 I 28.1 I 26.3 I 21.2 
子の百分比 ｜山 I67.4 I 66.6 I 71己I80 .6 I I 00 I 90・6I 80.8 I 69.2 I 69.1 I 54.2 I 49.6 I 45.7 
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のより却って低い値を示した．併し15分煮液からはi~~i

次増加しP 30分煮液に至って最大の喰菌子数を示した

がp その後40分， 50分等煮沸時間の延長するにつれて

漸次喰菌子数は減少した．

実験B.健常白鼠皮下組織の場合

前実験対照として白鼠皮下組織を以て検査した．

実験材料

可検健常白鼠皮下組織生・煮浸出液：

生浸出液は健常白鼠の皮下組織を無菌的に刻出し，

実験Aに於て可検生浸出液を得た方法に準じて作製し

た．また同煮浸出液の製法も同様である．

実験方法

可倹材料の異る他は全て実験Aで行った方法と全く

同一である．

実験成績

実験結果は第2表及び第2図に示された通りである．

第2図 試験管内対黄色ブドウ球菌喰覧表作用lご

及ぼす健常白鼠皮下組織各種煮沸時間
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第2表試験管内対黄色ブドウ球菌喰燈作用に及ぼす健常白鼠皮下組織各種煮世｜｜時間液の影響
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所見小括

1. 生液を加えたものが最大の喰菌作用を示しP 煮

沸時間の延長と共に喰菌作用は漸次低下した．

実験 A.B の所見総括

実験A,Bの結果を総指して第3表及び第3図を得

た．

以上を綜合して次の事項を知り得た．

1. Walker氏腰湯の30分煮液を添加したものは，

その生液を添加したものよりも試験管内対寅色ブドウ

球菌喰盤作用が旺盛であった．

2. Walker氏彊湯生浸出液を 5分， 10分1 15分，

20分，30分1 40分1 50分1 60分， 90分， 120分p 及び

150分に分けて煮沸して得た各煮浸出液の影響を見る

えJfllf 
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（中山欠低下しp 15分煮液に至ってや》上昇するがp 喰菌

作用は尚生液よりも喰菌作用の低下を示しP 20分煮液

では上昇し1 30分煮液に至って最大の喰菌作用を示

第3図 試験管内対黄色ブドウ球菌l喰；陸作用に
及ぼすWalker氏腫湯液CII及び健常
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c., 10分煮液に至る迄は煮沸時間の増大するにつれて

第3表第1表及び第2表所見の総括

空沸時間 「ιL~と~ぽ i 2ぴ I3小ピトゴ；；~：~~~15ぴ
腫湯喰菌Cf•の百分比 I 11.s 67.4 1 66.6 1 11.2 1 80.6 1 100 I 9o.6 1 80.8 ; o9 :c I 69.1 I 51.2 I 49.6 
皮下組織往蘭子の百分比I100 I ~81.3 I 68.5 I 65.2 I 60.i I 60.3 1 56.8 I 52.3 1 49.4 1 48.3 1 42.2 I 40.9 
差異 1-25.5ト13.9I -i.9 I 9 I 20.5 I 39.1 I 33.8 : 28.5 19.8 I 20.8 I 12 I 8.1 
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し＇ 40分煮液では逆に減少を示し， 爾後煮沸時間の延

長と共に喰菌作用も低下して行くのが認められた．

3.然るにWalker氏種湯のft!j{(l:Jj也である健常白

鼠の皮下組織に於ては9 生浸出泌がJ仏大の喰菌作用を

示し3 煮沸時間の延長と共に漸次階段拘に低下しP特

に150分煮液を添加したものは最低値を示した．

実験第 2

実験A，生体内対黄色ブドウ球菌噴燈作用に

及ぼす Walker氏腫霧生。煮、両浸出液向影響

実験材料

I. 試獣

体重250g内外の健常モルモット

2. 黄色ブドウ球菌菌液

実験第l，実験Aに記載されたもの＼I記H夜は 1cc中鳥

潟沈宅計で 1度目）．

3. Walker氏種湯生 ・烹浸出液

実験第1中実験Aに記載されたもの．但し煮浸出液

l土100。c,30分間加熱したもの．

実験方法

健常モルモット 3頭を以て 1群とする A,B及びC

の3群に， 各々前記菌液 1.0ccづっ心臓穿刺により流

血中に注入して，注射後 1時間を経て：耳静脈から採

血，づミj{c，ギムザ染色標本をつく りp その直後A群に

は3 生浸出液1.5ccを， B群には煮浸出液1.5ccをy c 
群には基液0.5%石炭酸加0.85%食塩水1.5ccを各試獣

の皮下に注入した．そして注射後15分＇30分， 60分＇ 2 

時間， 3時間， 6時間， 12時間＇ 24時間自に各試獣の

耳静脈から採血してp塗J未標本を作り，ギムザ染色で検
鏡した．検査に際しては前検査時と同様輪郭正しし

ょく染色した中性多核白血球と単核のみJOO個を選び，

その「喰J-i:i'L 「子」を以て喰菌作用の強弱判定の

指標とした．

実験成績

実験結果は第4表及び第4図に示された通り であ

第4図 生体内対黄色ブドウ球菌喰燈作用に及

ぽすWalker氏種湯生・煮両浸出液及

び抗原基液の影響
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第4表： 生体内対黄色ブドウ球菌喰盤作用に及ぼす Walker氏
屋場生 ・煮両浸出液及び抗原基液の影響
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(c）抗原基液群

時間！前 I I /4 I 1/2 

~i I :u :: I :: 
子の百分比 I 100 J 83 I 

所見小括

]. 生浸出液群の喰菌作用は15分後や〉減弱L,30 

分後には更に低下したが，爾後漸次増加して 2時間目

には，全経過中最高 101%を示い以後時間の経過に

つれて減少した．

2. 煮浸出液群は15分後にはや〉減弱し， 30分後更

に低下したがその後は急激に増加して 2時間固には3

群の全経過中で最高価 145%を示した．

3. 抗原基液群も同様2時間目に最高を示しP 爾後

経過と共に漸減した．

4. 最大喰菌作用を示した（！；は何れも 2時間目であ

り，全経過を通じ煮浸出液群が常に他の2群を凌駕

し，抗原基液群がこれに次乱生浸出液群が最低であ

った．

実験B，生体内対貰色ブドウ球菌噴燈作

用に及ぼす健常白昼皮下組織生

．煮両浸出液の影響

前実験の対照として行ったから，実験材料の一部と

して健常白鼠皮下組織の生・煮匠浸出液を使用した以

只
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外は，実験方法など全て実験Aiこ準じた．而も皮下組

織生・煮両浸出液は実験第1中実験Bに記載されたも

のと同ーのものである．但し煮浸出液は 100。c,30分
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実験成績

実験結果は第5表及び第5図に示された通りであ

る．

第5図 生体内対黄色ブドウ球菌喰盤作用に及

ぽす健常白鼠皮下組織生・煮両浸出液

及び抗原基液の影響
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第5表生体内対黄色ブドウ球菌喰燈作用に及ぼす健常白鼠皮下組織生・煮両浸出液及び抗原基液の影響
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(c）抗原基液群

時 間 llU 1/4 1/2 

喰 4.0 3.3 2.4 

菌 4.0 3.3 2.4 

子 8.0 6.6 4.8 

子の百分比 100 83 60 

所見小括

l. 生浸出液群の喰菌作用は，注射後15分， 30分と

減少し，以後上昇して2時間自に最高 128%に達し，

爾後時間と共に減少した．

2. 煮浸出液群は3 注射後30分まで減少し＇ 2時間

閏で最高値 108劣を示した．

3. 抗原基液群でも悶様な経過を示しP 2時間目に

は最高l10%に達した．

4.全経過を通じて常に生浸出液群は抗原基液群及

び煮浸出液群を凌駕して最大喰菌子数を示した．

実験第2の実験A・Bの所見総括

以上実験を通じて下記の事項を知り得た．

最大喰蘭子数を示したのは各群何れも 2時間目であ

りp 特にWalker氏腫疹煮浸出液群は他の全ての群を

凌駕して段高値145%を示しP 次いで健常白鼠皮下組

織浸出液群128%と高い喰菌子数を示しP 抗原基液群

は110コでP Walker氏腫蕩生浸出液群は101%で最低

値を示した．

実験第 3

実験A.流血中沈澱素産生に及ぼす

Walker氏腫損害生・煮両浸

出液の影響

われわれは先に試験管内及び生体内対黄色プ ドウ球

菌喰隆作用に及ぼすWalke1・氏題協生・煮両浸I±'，；伎の

影響を検したがp この度は友J厄流 ll0l i中沈i！~京佐 lーに及
ぼす影響を検査した．

実験 i，可検抗原用量 J.5ccの場合

徐丙守（日本外科宝函第17巻第6号1352頁）の報告

によればp 馬血清 1.0cc,3.0c<, 5.0ccを以ての実駁の

中で， Jj5~大沈殿子量をJ茎生する f仁成’ノじjj:は 1.0 CC'であ
ることが解っているのをI (1二塁 2kg内外の健常：＇：色

雄性家兎3頭を以て一群とする A,B, C の3群を用

意して， 61山こそれぞれ馬血清 1.0ccに対しAl:tには

3.8 

3.8 

7.6 

95 

2 3 6 12 24 

4.2 3.3 2.1 1.5 1.0 

4.6 3.3 2.1 1.5 1.0 

8.8 6.6 4.2 3.0 2.0 

110 83 53 38 25 

Walker氏履疹生浸出液l.5cc,B群には同煮浸出液 1.5

cc, c群には両浸出液の基液である 0.5%；石炭酸加0.85
%食塩水l.5ccを混入しPそれを各試獣の耳静脈内へI

固に；l：入してP その後8日目に採血して血清を分離

しP 新る抗血清と馬血清を沈澱i十内で種々の割合に組

合せて混合しp 烏潟教授の抗原 ・抗体結合の第I，第

E，第国型に亘って検査し，その生成沈澱子量を測定
しTご．

使用生浸出液及び煮浸出液は実験第2の実験Aに記

載されたものと問ーのものである．

沈澱反応検査術式

沈澱計をー列に用意しp 結合第I型検査では抗血清

の一定量（O.lcc）に対し馬血清（抗元）を 0.1,0.2, 0.4, 

0.6, 0.8, 1.0ccと変化させて追加しP 同第E型検査で

は馬血清 （抗元〉の一定量 10.JccJV.：：対し抗血清（抗体）

を 0.1,o.~. oム 0.6,0.8, 1.0ccと変化させて追加しp
第E型検査では馬血清及び抗血清を各々 0.1,0.2, 0.4, 
0.6, 0.8. 1.0ccと混和しこれに0.85%食塩水を加えて

各沈澱計内容を 2.0ccとなし，充分に撹持した後，37℃

の卿卵器内に2時間放置してP その後取り出し再び内

容を携枠して平等な淘濁となし， 直ちに 1分間3000回

転の遠心器を以て30分間遠，L/l，~iせしめてP その生成

沈澱子量を広大鏡で読んで計量した．

実験成績

実験結果l士第 6表～第8表及び第6図～第8図に示

された通りである．

所見小括

I. 第 I型結合に於てはp 煮浸出液群の平均沈澱子

設は 2.8を示し三者中最大であり， 生浸出液群は 1.9,

抗原基液前ニは 2.0であった．

2. ~ll l\1！紡合に於てもP ~浸出液群3 .9，生浸出液

群2ム抗原：＇f;iii佼鮮2.'Iであった．

3. 第E型結合でも，煮浸出液｝作 ~.9 ＞抗原;in皮／tr
2.1＞生浸出液群1.8を示した．

4. 以上を通じてP 煮浸出液を加えたものが •,ij＼＂に生
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第6表生・煮両浸出液及び抗原基液1.5αに

よる抗血清を以ての沈澱反応（3頭平均）
第I型

馬血清量｜抗血清量｜食塩水量｜ 沈澱子 t量
(cc) I (cc) I (cc〕 ｜ 生｜ 煮｜ 対照

o.i i 0.1 ; i.a I i.o i i.o I i.o 
0.2 0.1 1.7 1.5 ' 2.0 I 1.5 

o.4 0.1 ・ t.5 ; 1.5 : 2.5 I 2.0 
0.6 0.1 1.3 I 2.0 ! 2.5. I 2.0 
0.8 0.1 1.1 2.5 3.5 I 2.5 

1.0 0.1 0.9 3.0 5.0 I 3.0 

平均 I1.9 : 2.a I 2.0 

馬伊｜抗尽き量！食料 ~J~子，~照

；－「－；~丁~9－「－；~

第8表第E型

：~~jtl抗措量｜食伊｜ 沈澱子量生 ｜煮 ｜ 対照
0.1 0.1 1.8 1.0 i 1.0 1.0 

0.2 0.2 1.6 i.o I 2.0 1.5 

0.4 1.5 : 2.0 2.0 

0.6 0.6 0.8 2.0 I 3.5 2.5 

0.4 2.5 ! 4.0 2.5 
1.0 1.0 。 3.0 I 5.0 3.0 
平 均‘ 2.1 

浸出液を加えたものよりも沈澱子量が大であった．ま

た宝寝出液は抗原基液よ りも低い沈澱子量を示した．

実験ii 可検抗原用量 3.0ccの場合

可検抗原用量を3.0ccとした以外はp 全く実験第3，実
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実験成績

実験結果は第9表4 第11表及び第 9図～第111苅に示

された通りである．
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第9表生・煮両浸出液及び抗原基液3.0αに
よる抗血清を以ての沈澱反応（3頭平均）

第I型

則清量抗［（！
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所見小括

I. 第 I型結合では平J会沈澱子量は煮浸出液群では
3.6，生浸出液群で2.0.抗原基液群では2.1であった．

2. 第E結合に於ても平均沈澱子量は，煮浸出液群
5.6 ＞抗原基液群3.8＞生浸出液群3.3を示した．

3. 第四型結合でも煮浸出液群の平均澱沈子量は 3.

5，生浸出液苦手は2.6，抗原基液群は3.0であった．

4. 即ち煮浸出液を加えたものは，常に生浸出液を

加えたものよりはるかに高い沈澱子量を示しF 一方p

生浸出液を加えたものは，抗原基液を加えたものより

も小であった．

実験 iii 可検抗原用量5.0ccの場合

可検抗家用量を5.0ccとした以外は，総て実験 i,ii 

l こ i~主じた．

実験成績

実験結果は第12表～第14表及び第12図～第14図に示

された通りである．

第12表生・煮両浸出液及び抗原基液5.0ccに
よる抗血清を以ての沈澱反応（3頭平均）
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第14図 第 E型
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→杭原 ~·I

所見小括

1. 第I型結合に於て産生された平均沈澱子量は，

煮浸出液群では2A，生浸出液群で1.7，抗原基液群では

2.0であった．

2. 第E型結合に於てはp 平均沈澱子量は煮浸出液

群で3.3，生浸出液群1.9，抗原基液群2.2を示した．

3.第E型結合でも平均沈澱量は，煮浸出液群 3.1 

〉抗原基液群2.3＞生演出液群2.1の順であった．

4.以上を通じ煮浸出液群が常に最大沈澱子量を示

した．

実験A,i, ii, iiiの所見概括

実験i,ii, iiiの所見を総括して第15表～第17表及び

第15図～第17図を得p これから次の事項を認識し得

た．

第15表平均沈澱子量と生・煮及び抗原

基液の用量との関係

I i・Yl今沈際f・：，；ーと抗原用量（cc)
型別 ｜抗原種別 l -- ' 

｜ 己三一3.o I s.o 
生浸出液 i 1.9 

第I型｜：搬出液 l2.8 
抗原基液 j 2.0 

2.0 

3.6 

2.1 

1.7 

2.4 

2.0 

時
一

第17表

｜ ！平均沈澱子長と抗原用量（∞）

型別l抗原種別 li.s I 
生浸出液 1 I.B I 2.6 , 2.i 

第E型 l 煮浸出液 ｜ 2.9 I 3.s 3.1 
抗原基液 I 2.1 I 3.o 2.3 

第152"?l 第 I型
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l. Walker氏種療の煮浸出液を加えたものの平均

沈澱子量は3実験を通じて毎常最高値を示した．

2. これに反して，生浸出液の生成沈静彦子量は透に

小で，抗原基液による生成沈澱子量よりも低かった．

3. 抗原用量 3.0ccの場合が段大の生成沈澱子量を

示し， 5.0ccと増量すると却って沈澱子量は減弱した．

実験B.流血中沈澱素産生に及ぼす健常白

鼠皮下組織生・煮両浸出液の影響

前実験Aの対照と して健常白鼠皮下組織を以て検査

した．

実験材料

1. 健常馬血清

実数Aで使用したものと同ーのもの．

Z，健常白鼠皮下組織生 ・煮両浸出液

実験第2のB；こ於て使用したものと河ーのもの

実験方法

使用抗原液の種類が異る以外はp 全て実験Aに準じ

実験 j.可検抗原用量I.5ccの場合

実験結果は第18表～第20表及び第18図～ui20闘の通

りである．

所見小括

1. 第I型結合に於て平均沈澱子量は生浸出液群

第18表流血中沈澱素の産生に及ぼす健常白

鼠皮下組織生・煮両浸出液の影響生・煮
浸出液及ぴ抗原基液 1.5ccによる抗血清を

以ての沈澱反応（ 3頭平均）

懲 I型

馬血清量｜抗血清量食塩水量｜ 沈澱子量
回 目 … 一一一

(cc) I (cc) I (c~J 生 ｜ 煮｜対照
0.1 I 0.1 ・f r.s r.o i.o I i.o 
0.2 I 0.1 ; I.7 1.5 r.o I 1.0 
0.4 I 0.1 I 1.5 2.0 LO I 1.5 
0.6 I o.r I 1.3 2.0 : 1.5 I 2.0 

0.8 I 0.1 I 1.1 3.0 2.0 I 3.0 

1.0 1 ・ 0.1 I 0.9 3.5 2.5 I 3.0 

平均 T2.2 I 1.5 I 1.8 

第19表 第 E型

T「血清ヤ跡量｜ 沈澱子量(er J (cc〕 生 煮 ｜対照

0.1 0.1 1.8 r.o I 1.0 1.0 
0.1 0.2 1.7 1.0 ! 1.0 1.0 

0.1 0.4 1.5 2.0 2.0 2.0 

0.1 0.6 1.3 3.0 2.0 2.0 

0.1 0.8 1.1 4.0 2.5 3.0 

0.1 1.0 0.9 6.0 4.0 4.0 

平 均 2.s I 2.1 I 2.2 

第20表 第 E型

馬血清量｜抗血清量｜食塩水量｜ 沈澱子量

化，) I （吋 (cc) I 生 ｜ 煮 l対照
0.1 0.1 1.8 1.0 1.0 1.0 

0.2 0.2 1.6 1.0 1.0 1.0 

0.4 0.4 1.2 2.0 1.5 2.0 

0.6 0.6 0.8 3.0 1.5 2.0 

0.8 0.8 0.4 3.5 2.5 2.5 

1.0 1.0 。 4.0 3.0 3.0 
平 。。1 

4
4
 ．
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第20図第四型 害事局図 第 E型

4 4 

沈 3 i土3
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子2 子ユ

量 l 量l

？。
LI- 味 主急 対

2.2で最大価を示しP 煮浸出液群は 1.5でF 抗原基液群

に煮浸出液群を凌駕して 1.8であった．

2. 第E型結合でも生浸出液群 2.8で3群中最大を

示しp 次で抗原基液群2.2，煮浸出液群2.1を示した．

3.第E型結合に長てt，生浸出液群 2.4＞抗原基

液群 1.9＞煮浸出液群1.8の願であった．

実験 ii.可検抗原用量3.0ccの場合

実験結果l 土：＇／l~ l 実～第23表及びi'.fl2l[苅－;QZ3習の通
りである．
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第21ヨ量 生・煮両浸:Jj液及び抗I京基液3.0ccに
よる抗血清を以てのitilrIi.応 （3頭平均）
第 I型

馬血清量！抗iL清：i::1 't出 •j( ~： 沈澱子量一’
(cc) I (cc) (cc) l瓦 ｜ 煮 I 対日
0.1 0.1 1.8 1.0 1.0 1.0 

0.2 0.1 1.7 1.5 1.0 1.0 

0.4 0.1 1.5 2.0 1.5 1.5 

0.6 0.1 1.3 2.0 1.5 2.0 

0.1 1.1 4.0 2.0 3.0 

1.0 0.1 0.9 4.0 3.0 3.0 
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所見小括

1. 第 I型結合に於ける平均沈澱子量はp生浸出液

群が 2.4で最大を示し3 煮浸出液群1.7，抗原基液群

1.8であった．

~. 第E型結合に於ては生浸出液群3.7，煮浸出液群
2.3，抗原基液群2.8を示した．

3. 第皿型結合に於て，生浸出液群 3.0吋/tfi,C1胤
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第23表：

第Ill~世

馬血清量｜ぢ山清量｜食塩水量l沈澱子量
(cc) I (cc I I (cc) I 生 I 煮｜対照

o.r I o.i I i.s I i.s i.o i.o 
0.2 0.2 1.6 2.0 1.0 1.5 

0.4 0.4 1.2 2.5 2.0 2.5 

0.6 0.6 0.8 3.0 2.5 3.0 

0.8 0.8 0.4 4.0 3.0 4.0 

1.0 1.0 。 5.0 i 3.0 4.0 
平 均 3.0 2.1 2.7 

群2.7＞煮浸出液群2.1であった．

実験iii.可検抗原用量5.0ccの場合

実験結果は第24表～第26表及び第24図～色·~26闘に示

した還りである．

第24表生・煮両浸出液及び抗原、基液5.0cclこ

よる抗血清を以ての沈澱反応（ 3頭平均）

第I型

馬『lli青草：l抗血清量｜食塩水量i 沈澱子量
同 I(cc) I (cc J 1--;-1瓦］五福一
0.1 I 0.1 I 1.8 

0.2 I 0.1 I 1.7 

0.4 I 0.1 I 1.5 

0.6 I 0.1 I 1.3 

0.8 I 0.1 I L1 

1.0 I 0.1 I 0.9 

平均 2.0 I 1.4 I 1.6 
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第26表

第E型

馬血清量削清量紬吋 沈澱子量

(cc) (cc) (cc J 煮 ' 対照

0.1 0.1 1.8 1.0 1.0 

0.2 0.2 1.6 2.0 1.0 1.0 

0.4 0.4 1.2 3.0 1.5 2.0 

0.6 0.6 0.8 2.5 

0.8 0.8 0.4 4.0 3.0 3.0 

1.0 1.0 。 5.5 LO 4.0 
平均 3.2 I 2.1 I 2.3 
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第 I型

第28図
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第 E型第29図
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平均沈澱子量と生・煮及び抗mr.
恭i液の用量との関係

第27表

刑回＂ IムL－－”“町空竺里子量と抗原用量（吋

二二｜二三二l~l~J~
生浸出液 I 2.2 I Z.-1 I 2.0 
煮浸出液 I i.5 I i.1 I i.4 
抗原基液 ｜ 1.8 I 1.8 I 1.6 

第I型

4 

実験A.流血中凝集素産生に及ぼすWalker

氏腫療の生・煮両浸出液の影響

1. 第I型結合に於て産生された平均沈澱子量は，

生浸出液群2.0，煮浸出液群lム抗原基液群は1.6であっ

た．

2. 第E型結合に於ては生浸出液群3.4，次で抗原基

液群2.7を示しP 煮浸出液群は2.2で最低であった．

3. 第E'¥ot,/r合に於ける平均沈澱子量は，生浸出液

群が3.2と最大であり， 宗浸出液群2.1，抗原碁液群は2.3

であった．

実験B,i, ii, iiiの所見総括

実験Bのi,ii, iiiの所見を総括して第'27書記～月＇.＇.29:&

2ぴ第'.27図～：（＼29：司を得た．以上の結果から次の事項

を知った．

l. 健常白鼠皮下組織生浸出液を加えた時の抗馬血

清ノJ：常に最大の沈澱子量を産生した．

2. これにばし，煮浸出液を加えた時の平均沈t母子

量は，各用量を通じて生浸出液群及び抗原基液群より

も常に低い値を示した．

第思食実

この度は流rm中凝集?r~足量生に及ぼす影響を 検査 し

た．

｜哩曹と抗原用量（吋

1.5 _I 3-:0二7
生浸出液 I 2.8 3.7 I 3.4 

煮浸出液 i2.i 1 2.3 I 2.2 
抗原基液 1 2.2 ' 2.s I 2.1 

第28表

一ーーーー・－－司

型別 ｜抗原種別

型胃且第

料

I. 可検腫湯生 ・煮両浸出液

共に実験第2のAに記1哉されたもの．

2. 腸チフス ・パラチフス混合ワクチン

日本薬局方腸チ寸ス ・パラチフス混合ワクチノP認

可番号214号P製造蒋号870号p 検定合格年月日昭和32

年2月27日， 武田薬品工業株式会社製造のもの．

3. 11号チフスi冷lili液

材験実

第29表

型別

型WM
 

第

｝｜’Jむ1t澱r-：，；と抗原用量（cc)

1.5 I 3.G iーτ「
I 30 I 32 2.1 I 2.1 

2.1 I 2.3 

2.4 

1.8 

1.9 

抗原種別

生浸出液

煮浸出液

抗原基液
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t伐を各々 0.5cc宛注加してF 37℃卵'flj~~内に 3 時間，

その後室温に18時間放青して凝集反応寺検査したか，

対照として0.85%食塩水0.5ccに腸チフス診断液を加え

たものを使用した．

i笈，~，反応陽性程度を （+> (tt) （＃！－） を以て表現し

Walker氏瞳疹生・煮両i の~霞免疫作用に及ぼす罪符に関する実験的研究

昭和32年8月9日北里研究所製造腸チフ ス診断液を

0.5%石炭酸加 0.85%食塩水で 5ii：－に{'if，釈して使用し

た．その 1.0cc中の菌量は鳥潟教授の沈ifH汁で約3.5度

目である．

ナ~;J:' 

（惜）＝基液透明且つ管底に厚い漠様沈澱物を生じた

もの．

(tt) ＝基液や》淘濁し管底に膜様沈澱を生じたも

のか，或は基液透明であるが管底に膜後沈澱殆んど無

いかp 有っても僅かなもの．

C+l = J ；~11; ;;; ＆＇＼す るも，管底に策決ti：汚物を ~~め

るもの．

（ー） '" jぷ夜iよ刻t「1と同程度にj函渇し7 'C: !;'(i ：！日 d （~ 

な小円形沈澱物を認めるもの．

予め採血検査して対腸チフス菌凝集価が 100以下に

陽性である体重2.0kg内外の白色健常雄性家兎3頭を

以て 1群とする A,B,Cの3群を作り p 各群の 1頭に

は腫疹生浸出液， 1頭には腫湯煮浸出液，残りの l頭

には抗原基液である0.5%石炭酸加0.85%食塩水を色々

前記腸チフス・パラチフス混合ワクチン 3.0cc宛とよ

く混和し，各家兎の耳静脈内に徐々に注入したがy 更

にその司検抗原用量を l.5cc,3.0cc, 5.0ccと3段に分

けて同様に検査した．モして注射前及び注射後 3日

比 7日目p 10日目P 14目＇ 20日!'iiこ耳前月初当ら採血

して，血清を分離し対！万チフス前夜集反応を検査した．

凝集反応検査術式

可検血清を 0.85%食塩水で順次に倍数孫釈したもの

0.5cc宛を各小試験管内に採り3 これに腸チ7ス診断

i去方験実

実験 i可検抗原用量l.5i:cの場合

実験結果は第30表～第33表及び第30：習に示された通

りである．

績成験実

：.~：町
Walker氏麗蕩生・ 煮浸出液及び抗原基液I.Sec加腸チフス菌ワクチン3.0cc注射前後に於ける

血中凝集価の推移 A 群

第30表
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群は最小であった．

2. 注射後7日目に於ける凝集価は3群何れも急激

に増加して全経過中最大を示したがp 煮浸出液群は他

を凌鰐し；最高値を示しP 抗原基液群これにr'＜ぎp 生浸

出液群が最低であった．

3. 注射後10日目の凝集価はp 7日目に比へて3群

共に梢々低下したが高低の順位は変らなかった．

4. 注射後14日目の凝集価は3群とも更に低下した

がp 煮浸出液群が最高位を占めp 抗原基液群がこれに

次ぎァ生浸出液群が最低を示した．

5. 20日目に（だける凝集価は3間可れも更に低下し

たが，煮浸出液群は終始最大で，抗原基液群これに次

ぎp 生浸出液群は最小であった．

実験 ii.可検抗原用量3.0ccの場合

可検抗原用量を 3.0ccとした他は，全て実験iに準

じた．

実験結果は第34表～第37表及び第31図に示された通

りである．

第33表 Walker氏腫蕩生・煮浸出液及び抗

原基液l.5cc加腸チフス菌ワクチン 3.0cc注

射による血中凝集価の推移（3頭平均）

血中凝集価
抗原種別トー I I 「一一一「一一一

3日目 I7日目 I10日目 I14日目 f20日目

生浸出液l 333 I 3467 I 3067 I 1867 I 1200 
煮浸出液1 467 I 4000 I 3733 I 2400 ! 1733 

抗原基液｜ 367 I 3733 I 3467 ! 2000 i 1400 

20 
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1. 生浸出液群の凝集価は注射後3日目に緩徐に増

大し， 7日目は全経過中の最大を示したがp 尚3群中

最小であった．

見所
括

1. 凝集価は注射後3日目に3群何れもや〉増加し

た仇煮浸出液が最大，次に抗原基液群でp 生浸出液

見所

第34表： Walker氏腫疹生・煮浸出液及び抗原基液3.0cc加腸チフス菌ワクチン3.0cc注射前後に

於ける血中凝集価の推移
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2. 煮浸出液群は3日聞にはやや増加しF 7日目に

は急速に増加して3群の会経過中で最高価を示し 10

日目から漸減して行ったが，終始一貫して3群中最高

位を維持した．

3. 抗原基被鮮の凝集価の推移はp 生浸出液群を凌

駕し1 7日目に最高を示し爾後経過と共に減少した．

1. 最大凝集価を示したのは何れも 7日目であり，

而も煮浸出液群が常に最大で，抗原基液群これに次

ぎp 生浸出液群がi白昼であった．

実験 iii可検抗原用量5.0ccの場合

可検抗原用量を5.0ccとした以外はp 全て実験 i,ii 

に準じた．

実験結果は第38表、：1'1リl}< I~ ぴ？イ~3~ 1引に示した通り

である．

第37表 Walker氏種湯生・煮浸出液及び抗

原基液3.0cc加腸チフス菌ワクチン3.0cc注

射後に於ける血中凝集価の推移（ 3頭平均）

括

L i鳥f1長価のJft:fち（；！：， 注射後3日目から 3者共に地

加しp 煮浸仕＇，波m：が J1~大：，生浸出液群は抗原基液群

よりも低く p 最低位を示した．

、l ’
 

見所

！ 血中凝集価
抗原種M I 1 

"I 3日目 I7日目） 10日目 1.14日目 ！zo日目

生浸出液｜ 367 1 3733 i 34.67 I 2261 I 1400 
煮浸出液｜ 600 ! s6oo I 4533 I 3200 I 1867 

抗原基液1 467 I 4800 I 4000 I 2800 I 1533 
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第41表 Walker l＼；腫湯生・ 煮浸出液及び抗
原基液5.0cc加腸チフス菌ワクチン3.Qcc注
射後に於ける血中凝集価の推移（3頭平均）

'l:l'.1H・',i夜
煮N山被
抗原基液

価

14日同 ＼zo日閏

1533 933 

2000 1400 

1867 1200 

血中 凝集
抗原種目。｜ ーーーァ ー － I 

3日間 I7日間 I10日間

267 3200 2400 I 

437 3733 3333 i 

333 3467 2800 I 
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第42百長 流血中凝集素産生に及ぽす羽Talker氏腫E易の生．煮浸出液の影響（各群3頭平均）

川

指 標！ 血中凝 7主 価 血中凝 集 価 ！ 血中凝 集 価
I 一一一一一一一一一－－－＇－一 ！ 

組長l3 I 7 / 10 ~~20~~J_ IO I 14 j ~.臼二_l_!_a_ l 14卜20
Z誠司；創立I~~~~ I ~~~~ ！~~ ［ ~~~~＇ !::;1 ~~~~／ ~ ；~~ ： ~~~ i ~ ~~~ i ~~~~ ： ＝円
抗原矧 367［ 吋 吋 2叫 I叫 ·1 6 7 ： 叫 4吋刈 I吋 333~ 丸一l ~~~~： ；~~~／ ~ ；~~ 

2. 7日目に於ける凝集価はp 煮浸出液群が断然最

高位を占めp抗原基液群これに次ぎp 生浸出液群が最

低であった.10日目P 14日目＇ 20日目の凝集価の推移

はI 3群そろって漸次低下したが，煮浸出液群は依然

3群中最高価を示した．

実験 A,i, ii, iiiの所見総括

実験 l～iiiの所見を総括し， 第42表及び第33！還を得

fご．

第33図各抗原液用量と最大凝集素産生との

関係

6.000 

最4.000
大

；主主
集2.000

4官

↑ o 

l一一生浸.t：夜

D.一寿乏』ヒヨミ
III－・・自抗原基浪

1.5 3.0 s.o 
ー今ヰ瓦原 i夜用量 lcι） 

以上の結果から次の事項を知った．

1. 可検抗原の種類と量とに関係なし注射後3日

目に鈴て血中凝集素産生を認めp 7日目に設高値を示

した．また何れのfillこあってもp 煮浸出液群が常に最

大凝集｛iffiを示した.EDち煮浸出液群はp 生浸出液群よ

りも抗原性能働力は著l殉であっt:.

2・生浸出液群は常に抗原基液群より も低い値を示

した．

3. 可倹用量を1.5ccから 3.0ccに増量するにつれて

凝集価も上昇したが3 5.0ccに増量すると却って凝集

備は減弱した．

実験B.流血中凝集素産生に及ぼす健常

白鼠皮下組織生・煮両浸出液の

影響

前実験第 4, Aの対照としてp 該腫疹の移植が可能

である健常白鼠皮下組織を以て検査した．

実験材料

1. 健常白鼠皮下組織生・煮両浸出液

実験第2のBに記載したものと同ーのもの．

2. 腸チフス・パラチフス混合ワクチン

3. 腸チフス診断液共に実験Aiこ記載されたものと

同ーのもの．

実験方法

可検波の種類が異なる他はp 全て実験Alニ準じた．

実験成績

実験 i可検抗原用量1.5ccの場合

実験結果は気’l43表～第4.6表及び第34図に示された遜

りである．
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所見小括

1. 注射後3日間に於てfPJ{しも凝集価の精力日をみた

が， 生浸出液群は4立高価を示しP 次いで抗原基液群

でF 煮浸出液t~手は最低であった ．
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第43表健常白鼠皮下組織生・煮浸出液及び抗原基液l.5cc加腸チフス菌ワ クチン3.0cc注射
前後に於ける血中凝集価の推移
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可倹抗原及び抗原基液 1.5cc加問チフス菌ワクチン

3.0cc iJ:Al!乏に於ける血中凝集価の推移 ( 3頭平均）

I 血中凝集価一一
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2. 注射倹7日目に於て凝集価は3群とも急；山こ』曽

大しp 生浸出液群は段高位を占め，抗原去液群これに

次きう煮浸出液群は長低価を示しだ．

3. 注射後10日目， 14日目＇ 20日目と時日の経過と

共に凝集価は漸減したがy 常に宝浸出液群〉抗原基液

群〉煮浸出液群の順であった．

実験験 ii可検抗原用量3.0ccの場合

抗原用量を 3.0伐に変化させたJI'I＼、，全てt実験 iに

準じた．

実験結巣は第47表～第50表及び潟35図に示された通

りである．
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健常白鼠皮下組織生・煮浸l:l'i液及び抗原:t~液3.0cc加腸チフス菌ワクチン 3.0cc/j;・fj ）前後に於

ける血中凝集価の推移 A 群

Walker氏畷場生・煮両液の各種免疫作用の及げす影響に関する実験的研究
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イ面は減少したがp その順位は7日目のものと同じであ

った．

実験 iii可検抗原用量5.0ccの場合

抗原用量を 5.0ccとした以外は全て実験 i,iiに準じ

た．

実験結果は第51表～第54表及ぴ第36図に見られる通

りである．

括

1. 注射後3日固に於ける凝集価は生浸出液群が最

高を示しy 煮浸出液及び抗原基液群はこれよりも低く

両者向価であった．

2. 7日目に到ると 3群何れも最大価を示し2 生浸

出液群〉抗原基液群〉煮浸出液群の順となった．

3. 各液注射後10日目以降は時日の経過と共に凝集

見所

健常白鼠皮下組織生・煮浸出液及び抗原基液5.0cc加腸チフス菌ワクチン3.0cc注射前後に

於ける血中凝集価の推移 A 群
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ス菌ワクチン 3Dec; [:q.j・後に於ける血

中凝集価の推移 （3頭平均）

血中凝 集 価
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~~~戸高｜五日；－~
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Walker氏種場生・煮両液の各種免疫作用の及ぼす影響に関する実験的研究 1855 

所見小括

1. （壬液；i小j後の凝集価の推移をみると， 3同闘は

やや地加しP 7日目には各群共に急iiliに増大し全経過

中の段高価を示した. 10日目からは日を追って 3群共

に低下したがy この聞の凝集価の大小は生浸出液群〉

抗原基液群〉煮浸出液群であった．

実験 i,ii, iiiの所見総括

実験i～iiiの結果を総括して第55表及び第37図を得

fこ．

以上の実験結果から次の事項を知った．

第37図 各抗原液用量とj比大凝集素産生との

関係

6‘000 

か000
：疑

集2.000
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？。
1.5 3.0 

ー→抗原火用量（Cι）
5.0 

第55表 可検抗原及び抗原基液の用量による血中凝集価の推移（各群3頭平均）

抗原液量 I l.5cc ' 3.0cc I 

指 標 ｜ 血中凝 集 価｜血中凝集価｜血中凝集価

注 射後 I 3 I 7 ! 10 I 14 1・ 20 I 3 I 7 I 10 i 14 20 ｜ 
縦 過日数 ： ~ I i I I I I I I J 
生浸出液 I500: 37斗3200124001 
煮浸出液 I433: 30671 28001 16001 10001 4671 37331 30671 LOOOI 1400 

抗原 基 液 I4671 3461 I 30671 18671 12001 4671 45331 3467! 28001 1s3s 

最大凝集価の産生は各液注射後7日目であり，而も

抗原用量3.0ccの場合がp 他のI.Sec及び5.0ccの場合よ

りも凝集価は大であった．また生浸出液君平方t常に他の

2 群を凌駕してJj ~大凝集価を示しノ煮浸出液群は最低

であった.fWち実験AのWalker氏腫疹の場合と正反

対の現象である．

実 験第 5

実験A.溶血素産生に及ぼすWalker氏

腫軍事の生・煮両浸出液の影響

この度は溶血素産生に該腫場の生・煮両浸出液が如

何なる影響を及ぼすかを検査した．

実験材料

I. 腫療生・煮両浸出液

共に実験第2のAfこ記載されたもの．

2. 対照抗原基液

上記抗原液の J，~泌で ある0.5%石炭酸加 0.85 %食塩

水．

3. 溶血索産生用血球i手滋液

山羊血液を頚動脈から採点［し，脱線維素後滅菌生理

的食塩水で3回洗礁した後p 血球に生理的食塩水で20
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倍に稀釈したもの．

4. 補体

新鮮なモルモット血清を生理的食塩水で10倍に稀釈

したもの．

実験方法

体重2.0kg内外の家兎3頭を以て 1群とする 9群を

作り，各試獣の血清溶血価を予め測定し，其の後耳静

脈内に前記山羊血球浮滋液 3.0ccを注射し，対山羊血

球溶血素の産生を来さしめたがp この際F 山羊血球と

共に Walker氏腹筋・の生・煮両浸出液及び抗原基液の

種々の量を混和して注射後313, 7日， 10日及び14自

に於ける溶血価を測定し，それが家兎血清内に産生さ

れる対山羊血球溶血索量に及ぼす影響を検査した．

溶血素測定方法

試獣耳静脈から採血後血清を分離し＇ 56。Cの重重量煎

中で30分間加温して非働性となしてから，これを滅菌

生理的食塩水で 20,40, 80, 160, 320及び640f告に稀釈

し，その各マの 0.5cc宛を 1列6本の鳥潟教授の沈澱

計に採容する．即ちその時の各沈澱計内の血清絶対量

は犬々 0.025,0.0125, 0.00625, 0.003125, 0.0015625及
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び0.00078125ccである． れに更に前記ml体を 0.5cc

宛加えJ 更に 5%山羊血球浮世草液！.Occ宛を各々に追

加して全量を 2.0ccとなして充分に撹持L,37。cm卵
器中に 1 時間放置した f ＇~＇直ちに 1 分間3000回転の遠
心器で30分間遠心を行ないy その残留int球宣を計量し

た

, it_, 5 %山羊血球浮世手液I.0 cc中に保有された血

I求：1::.

HH ', 上記Rの山羊血球浮世庄液に溶IJl索及び補体

を加えることによって溶血現象を起させた際， 溶血を

のがれて残留した血球量．血球及び補体重が一定して

おればp 加えられた依!I＇！：お量の大小に比例して溶JUL現

象が起るか九，（HW：の大＇l、によって逆にi＃的r.,fミ訟の
大小を知ること；）：，＇！＇，オモ＂＇・f!Pち It HH ＝溶血価
といこの価が大なるほど加えられた血清中の溶血素

は大となるのである．

第38図 可検液 1 .5 じ＜＇， i:JJJL＇~，I〕 i容直L価増加百分比
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このようなれR1 'i'-1rm14~結合 1,.oc.: 10t盃1:1:.r.；潟数段J）微

量補体結合反応術式を用いて初めて可能である．

実験成績

実験 i可検抗原用量1.5ccの場合

実験結果は第56表～第58表及び第38図に示された通

りである．

第57表 Walker氏腫疹煮浸出液1.5cc注射前

後のif!.血索産生に及ぼす影響（3頭平均）

注射後
山守的釈倍以 ; i.•J ； 前 ' I 

! i 3日目 7日目110日目114日目

Wf音 J'l.C 9.0 1.0 1.3 1.3 

40グ

80 // 

160グ

320u 

640// 

17.1 13.3 

18.I lli.3 

~ 11.:: 18.7. 

22.1 ~·1 . 11 

別 I22.7 
J 11.0 

l.3 2.0 2.3 

5,3, 7.0 ll.0 

l!.7 13.0 15.7 

12.7 15.0 18.0 

11.0 16.7 21.3 

］｛！（；の総和 J 11.0 101.0 46.Q, 55.0 69.6 

(Im；私立仰の百分比 475 405 I 200 244 290 

(R）士1.0 23.0j 2:l.0 22.5 24.0 

溶血 価 j 30.0 」9.o. 86.oj so.oJ 74.4 

溶血価百分比 i 125 1 195 1 400 I 356 I 310 
函函函瓦「 I 70 275 I 231 I 185 

第58表抗原基液1.5cc注射前後の溶血素産生

に及11す影湾 （3頭平均）

｜ ｜ 注射後
血清稀釈倍数 ｜注射前｜ 一［一一「一I I 3日目 7日目110日目114日目
20倍！ I』.o, J 2.0 2.3j 2.3 4.7 
40 // I 18.7 1-1.7. l.Oi ι7 7.0 
so// I 19.7 11.1 s.31 6.3 13.o 
160 // I 21.0 20.0. 12.01 13.0 11.1 
320グ I23.o 22.0 16.71 1s o 20.3 
640グ i 21.0 23.0 18.71 20 0 22.0 

rmしの 総和 .I 20.cl 108.4 59.0 61.3 8」7

(ltH）総fUの百分比！502 434 257 286 353 
(R) I 2cl.0 お.o 23.0: 22.s: 24. 

一溶血正川l 」J.6 73.0: 70.71 59.3 

溶血価百分比 98 : 167 竺：31~竺L
溶血価I曽加百分比｜ I 69 245 I 2叶 149 



Walker氏腫疹生・主主両液の各種免疫作用の及ぼす影響に関する実験的研究 1857 

所見小括

1. 溶血価増加百分比を比似すると，注射後3日目

l土3群共始んど大差なし煮浸／：H液群が70でp 生浸出

液群it67である．

z. ii.(JJ後7日目では各群ともに杭II川にi門大しF 全
経過中段大の溶血価I曽加百分比を示した．煮浸出液群

Lt 275で第1位を示しP 生浸出液群は224，抗原基液群

は245で生浸出液群をわずかにi交的した．

3. 注射後10日目には各群共7日目より低下した

が，煮浸出液群231，抗原基液群216，生浸出液群174の順

であった．

4. 注射後14日目に於てもp 煮浸出液群〉抗原基液

群〉生浸出液群であった．

5. 以上全経過を通じて，溶血価百分比を比較する

と，煮浸出液群は他の2群よりも常に高い値を示し

た．

第39図 可検波 3.0cc注射後の溶血

価増加百分比

i年4-001主，差出来口
血 IJi':'H;;t;.・
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第59表 Walker氏腫蕩生浸出液3.0cc注射前
後の溶血素産生に及ぼす影響（ 3頭平崎）

! I 注 射後
血清稀釈倍数 :.i'.fJJrJiJ! • 一一

j 3日目 7日目110日目 14日目

20傍

40// 

80// 

17.0i 8.01 2.31 2.7, 4.0 

18.31 13. 71 5.3! 5.3 6.7 

22.01 11.3! 6.71 9.o' 9.7 

160// 

320// 

640グ

23.3: 20.01 10.7! 10.71 12.0 

21.11 22.11 12.01 11.71 16.0 

2'1.71 21.0I 15.01 17.61 19.5 

rRR1の総和 I13i.o 1白 7

(RR）総和の百分比1468 431 

CR) I 2s.o! z4.5 

溶血価 I31.oJ so.31 

溶血価百分比 I 132 I 169 I 

胤醐加百分比｜ I 37 I 

52.0 60 .0: 67 .9 

242 加 Iz95 

21.s 21.ol 23.o 

95.ol s4.ol 73.1 

358 I 314 I 305 

2261 182 I 日

実験ii可検抗原用量3.0ccの場合

実験結果は第59表～銘61表p,Tム：j'¥39区iに示された通

りである．

第60表 Walker氏暗場煮浸出液3.0cc注射前

後の溶血素産生に及ぼす影湾（3頭平均）

血清稀釈倍数

20倍

40// 

80 // 

160// 

320// 

640// 

1RH1の総和

(RR）総和の百分比

(R) 

i容血価
i容血価百分比

！ ｜注射後
l注射前i l ー
j3日目7日目 10日円114日目

17.3 G.3! 1.0 1.71 2.3 

20.0 11.0I 2.3 3.0 3.7 

22.3 11.31 5.0 5.7 6.3 

zui 1 s.11 6.7 1 .o 10.0 

25.0, 21.0I 10.0 10.1 12.1 

26.0i 22.71 12.0: 13.C 15.0 

135.31 94.0I 37.0 41.11 50.0 

483 i 384 I m ・ 196 I 211 
28.0j 21.5! 21.51 21.0j 23.0 

32.7: 62.(} 110.o! 102.91 91.0 

111 1 216 428 1 404 I 383 
溶血価増加百分比｜ 99 311 2871 266 

第61表抗原基液 3.0cc;iJH前後の溶血素産
主に支l主す影響（3頭平均）

｜注 l 射後
血清稀釈倍数 注射前｜ • I 

3日目［ 7日目110日巴14日目

20倍｜叫 7.3 1.0 2.0 3.7 

40// ' 19.0 13.0 3.0 4.3 6.0 

80// I 23.o: 16.5 s.3 1.1 8.1 

160// 24.7 19.7 8.7 10.0 11.0 

320// ' 25’3 21.7 12.0 11.3 13.0 

640 // I 26.0 23.0 13.0 13.7 17.0 

1HR1の総和！削J川叫叫臼
(RR）総和の百分比l479 I 413 I 200 I 233 i 25 8 
( R I I 28.0. 2 l.5 21.5[ 21.0 23.0 

溶血価 I3-LOJ 54.81 104.oi 95.ol 81.6 

溶血価百分比 I 121 I 187 I 400 I 367 I 342 

溶血佃増加百分比l I 66 I 279 I 246 I 221 

所見小括

1. it射後3日目では3群何れも徐々に増加した

がy 煮浸出液群は抗原基液群及び生浸出液群よりも高

い価を示した．
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2. 注射後7日目に於てはp 全経過中色々の最大価

を示しy 煮浸出液群311）＞抗原基液群279：＞生浸出液群

226であった．

3. 注射後10日目p 14日目には九m1司れも漸減した

が，やはり煮浸出液群l.-t，他の2群を凌駕して常に優

勢であった．

実験 iii可検検抗原用量5.0ccの場合

実験結果は第62表～第64支及び釘40図に示された通

りである．

第62表 ¥¥'alker氏唾疹生浸出液5.0cc;'J.射前

後の溶血素産生に及ぼす，~：；＇:k~ c 3頭平均）

！ ｜ 注射後
血清稀釈倍数 j主射前i I I 

I 13日同17日目／10日目，14日目
l叫 1.5 4.01 5.01 6.0 
16.7 1'..:.7 6.31 8.71 9.0 

20（吾

40 II 

80グ I 23.01 18.0 9.31 11.71 12.3 

1601/ ! 21.r, 2r.o 13目01 17.01 17.0 

320グ 26.i 23.0 17.0I 18.31 20.7 

64011 27.正 2.1.0 20.0I 21.51 23.0 

1IW1の総和 I1泥.0/ 106.2 69.61 82 2 88.0 

(RR）総和の百分比1471 I 443 316 I 368 . 383 

CR 1 I 28.oj 2 J.01 22.0 zr.~ ： 23.o 

溶血価 I 36.o: 38.0I 62.41 46.Si 50.0 

溶血価百分比 I 129 I 157 I 284 i 232 I 211 

溶血価増加百分比i I 28 I 155 I 103 : 88 

第63表 WalkerJUやら煮浸出液5.0cc注射前

後の溶J(ll素直之に及ぼす影響（ 3頭平均）

3日目 7日目110日間j14日目
一一一

20倍 1.3 2.3 2.7 

40グ 2.7 6.0 

80グ 23.3 16.0 5.0 7.0, 8.7 
16011 25.7 19.0. 11.0. 12.0 

320h’ 27.6 no 13.0 14.0 17.0 
640グ 16.5 17.3' 21.6 

1RRJの総和 134.0 101.0 49.51 56.3 68.0 
(RR）総和の百分比 479 421 22s I 262 296 
1R1 28.0 2-1.0 22.01 21.5 23.0 

溶血価 I311.0, 43.0I 82.5. 川 70.0
溶Jlil価百分比 J2J 179 1 375 I 338 : 制

溶血価増加百分比 58 254 i 217 183 

第64表：抗原基液 5.0cc注射前後の溶血素産

生に及ぼす＇.，4づ得〔3頭平均）

血清稀釈f書数

201吾

40グ

80グ

16011 

320グ

6401/ 

I 1{1{ Iの総和

(RH.）総伺の百分比

(RI 

溶血価 i

溶n'11.f而百分比 ！ 

溶血価増加百分比l

注射後
I jJJfori - , 
3日目 7日目 10日間jl4-日目

15 0 川！ 1.01ゴ了記
18 3 ]Ci 3' 3.71 5.7 7.0 

23.71 19.31 8.7 11.01 11.3 

26.3: 21.3: 13.0 16.C 16.0 

27.71 23.0j 18.G. 17.3, 20目o

m 川町川 22.7
139.0 112.9 6』.0 73.0 81.0 

496 ! 470 I 29] I 340 i 352 

2s.01 21.0, 22.01 2r.s: 23.o 

第40図 可倹液5.0cci3ニ射後の潜血価WI方！］百分比
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所見小括

注射後3日目に於て3群共多少培大し，煮浸出液群

が最高で， :JA房t£i牧群は最低価を示した．併し 7日目

になると各群急速に増加L' 校浸出液群は断然最高1立

を占め，抗原基液群は生泌山j夜l洋を凌駕してこれに；大

ふ生浸出液群は段低となった．以後日を追って減少

したが， 3群聞の順位は変らなかった．

実験 5A i, ii, iiiの所見総括

以上の実験結果を総括して第65表p 第66表及び第41

図，第42図を得たがこれから次の事項を知った．

1. 最大溶血価増加百分比を示した川t，各種抗原

注射後7日目で，而も用量は各群何れも 3.0ccの勾合

であ·•t二．即ち煮浸出液群は 311 で最大値を示しp 抗

原基液群は 275，生浸出液群は266であった．
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第41図 各抗原液用量と技大溶血価増加百分

上ちとの関係
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第42図 各抗原液用量と溶血価士F加百分比総
和との関係
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第65表 Walker氏麗蕩生・煮浸出液及び抗

原基液の噌量による最大溶I血価増加

百分比の推移

＼九＼～主i\: ！ ~1＜＞白1!JU I I 
＼ ｜生浸出液煮浸出液抗原基液

抗原量Ice〕 ---->I I 1 

用量を 3.0ccと増加した場合は，煮浸出液群は963,

抗原l~液群は812，生浸出液群は618 を示した．

用量を 5.0ccと増量するとp 却って溶血価は減少

し，煮浸出液群は712，抗原基液群は 531，生浸出液群

は374であった．

実験B.溶血素産生に及ぼす健常白鼠皮

下組織の生・煮両浸出液の影響

前実験の対照としてP 該腫疹の発生基地である白鼠

皮下組織を以て検査した．

実験材料

1. 健常白鼠皮下組織生・煮両浸出液

実験第2のBに記載されたもの．

2. 対照抗原基液

3. 免疫用 5%山羊n'll.球液

4. 補体

共に実験Aに記載したと同ーの方法で得たもの．

実験方法及び測定方法

実験Aに準じ全く同ーの方法で行なった．

実験成績

実験 i可検抗原用量l.5ccの場合

実験結果It第67表～第69表及び第43図に示された通

りである．

第67表健常i:'1H{1支下組織生浸出液 l.5ccfl: 

射前後の溶血素産生に 1(1f寸影響

( 3頭平均）

1.5 224 275 245 

ト｜注 J
3目。 226 311 275 

血清稀釈イ書数 前 3日目11日間110日目11.i日目5.0 155 254 205 

ZOfff 16.0 13心｜ 2.3 2.71 LO 
第66表 Walker氏腫疹生・煮浸出液及び抗

4011 19.3 15.3 3.7 5.3 7.3 
原 ),I~液J:Y/litによる？容血価地加百分比

8011 21.5 17.3 7.0 8.3 11.7 
総和の推移 16011 ~＇.！. .7 19.0 10.0 12.0 17.0 

～ι抗～原量二1一（~、t原＼種、1別＿ I生浸出液lI 煮浸出液li抗原J,i~i従 320 II 23.7 21.3 13.7 15.0 20.0 

64011 24.0 16.0 17.7 2::'..0 

1.5 602 761 679 （恥の総和 1山町 52.7川田
3.0 618 963 i 812 (RR）総和の百分比 530 I 472 • 264 290 342 

5.0 374 712 531 <R) I川 23.ol 20.0 山 24.0

16.81ペペペ ω2. 次に各群の溶血価増加百分比の総和をみると， 溶血価百分比 70 128 336 310 258 

各液用量l.5ccの時は，煮浸出液群761＞抗原基液若干679
溶血価噌加百分比｜ 58 I 266 i 240 I 188 

〉生浸出液群602であった．
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所見小括

!. 各群とも注射後3日目では僅かに増加を認めp

7日目では著明に地加して最大溶血価を示した．全経

過を通じて生浸出液群は抗原五五液群及び煮浸出液群よ

りも高い価を示した．

実験 ii可検抗原用量30.ccの場合

第43図可検液1.5cc注射後の溶rfn.f11frJ削11n・分iヒ
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実験結果Lt川70友～'X)72表役び沼44図に示した通り

である．

第70表健常白鼠皮下組織生浸出液 3.0cc注

射前後の溶血素産生に及ぼす影響
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第71表 煮浸出液 3.0cc 注射前後の溶凪l~経産

生に及ぼす影響（3頭平均）

注射後
IT:Lir'fM；釈Iii紋 前

3日目！7日目10日目 14日目

20傍 15.0i 8.3 d 2.5. 11.0 
40 // '.'.5.0 13.7 3.3 -1.3 6.7 

80// 27.7 17.0 7.7 9.3 11.3 

160// 28.3 19.3 12.0 1-1.7 15.3 

320// 29.3 20.0 16.3 18.3 18.0 

加 30.01 21.5 17.01 19.0. 20.7 

(RR1の総和 153.3 99.8 別 i68.1 76.0 
(RR）総和の百分比 s18 46-1 309 I 341 367 

( R) 30.0. 21.5 19.0I 20.0 20.7 

溶 血 価 I 24.71 29.21 s5.21 s1.gl 48.2 

溶血価百分比 I 82 I 136 I 291 I 259 I 233 

溶血価増加百分比｜ I 54 I 209 I 177 I 151 

第72表抗原基液 3.0cc注射前後の溶血素産

生に及ぼす影響（ 3頭平均）

！｜ 注射後
血清稀釈倍数 注射前

I 3日目17日目110日目l回 目
20倍 18.01 9.o 1.5 2.3 '.'..7 

40グ 2.3 ↓7 

80// 5.3 7心｜ 9.0 

160// 28.7 18.3 10.7 12.7 13.7 

320// 29.0 19.3 11.7 18.0! 18.3 

640// 29.7 21.0 15.5 19.0 20.3 

(RR）の総和’ 159イ 97.0 50.0 62寸 68.7
(RR酬の百分比1叩 I 45] 263 ! 314 i 332 

( R l : 30.0. 21.51 19.0I 20.0j 20.7 

溶血 価 I 20 .61 32 .01 川 吋 55.5
溶血価百分比 I 69 I 14 9 I 337 I 286 I 268 

溶血価蜘百分比 I 80 I 268 ・1 217 I 199 

所見小括

l. 溶血価を比較するとp 各群何れも；UN後3日聞

に於て徐々に増加しP 7日固には急速に地加して最一品ー

価を示した．以後10日間P 1 1日目と次的に減少した

が，全経過を通じて常に生浸出液群は仙の2群を凌潟

して最大であった．

実験 iii可検抗原用量5.0ccの場合

実験結果は第73表～第75表及び第45図に示された通

りである．

第73表健常白鼠皮下組織生浸出液 5.0ccj主

射前後の溶lfrL素産生に及ぼす影響

( 3頭平均〉

正E 会I 後
lfil清栃釈倍数 i i：射前

3日円 7日目10日日 14日目

20倍 1-1.5 l.3 4.5 

40// 19.7 1 L7 6.7j 8.3 

80グ 23.7 9.3 10.7 13.7 

160// 2-l.7 20.0 12.71 15.3 

320// 26.3 21.7 11.7 18.7 19.0 

640// 27.0 22.3 lG.3 19.7 19.7 

om，の総和 I135.91削川 71.3 80.5 

(RI｛必刊の百分比I 503 I 449 256 i 310 I 374 

rn J 1 27.0I 23.5; 2s.o no! 21.5 

溶 血 価 I 26.II 35.61 86.u! 69.91 48.5 

溶血価百分比 I 97 I 151 I 34 4 I 290 I 226 

溶血価増加百分比i 1 54 I 247 I 193 1 129 

第74表 煮浸出液 5.0cc注射前後の溶血素産

生に＆ぽす影響（3頭平均）

I I 注 射後
血清稀釈倍数 除射前｜ I ・ I 

I 13日目17日目，10日目114日目

20倍 I 13.0I 8.3 s.31 s.31 6.o 

40 // I 18.31 1 U 8.01 8.0J 10.3 

80// I 22.71 17.7 12.71 13.31 15.0 

1601/ I 24.31 20.7 1'1.31 15.31 17.3 

32011 I 25.71 22.1 15.71 19.31 19.7 

640グ I 26.71 23.0 17 .71 20.0I 21.3 

五Fの総和 I130.7 106 oi 73.7 81.21 ・制
(Rl{J総和の百分Jヒ 484 451 295 338 I .111 
〔Rl l 27.0 2351 日 2t.0!, 21.5 

溶血価 ！ 31.3' 

溶血価百分比 ! 116 

1容血価明加百分比

35.u! 76.JI 62.s] 39.4 

149 : 305 I 252 : 1s3 

33 18日I146 67 
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第75表抗原義液 5.0cc注射前後の溶血素産

生に泣I;fす影響（ 3頭平均）

｜ 注射後
血清稀釈倍数 注射前i I I I 
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第45図 可検液 5.0cc注射後の溶血価増加百

分比
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所見小括

注射後3日目＇ 7日目と上昇してJ1：山こ！.tし，爾後
経過と共に減少した．全経過を通じ常に生浸出液件r'>
抗原基液群〉煮浸出i液m~の順で、あった．

実験 B,i, ii, iiiの所見総括語

以上の実験結果を総指して第76表～第77表及び第46

図～第47図を得た．これから次の事項を認識した．

!. 何れの5ーに於ても生浸出液鮮はnn＝煮浸出液群
より も高い溶瓜L価を示した．

2. 最大溶血価増加百分比はp 各種抗原注射後7日

目でありp 而も抗原用量は 3.0ccの場合であった．

全実験結果の総括並ひ・に考察

l) 試験管内対責ー色ブドウ球菌ーl食盤作用

第76表健常白鼠皮下組織生・煮浸出液及び

抗原恭液の治量による最大溶血価指

加百分比の推移

～＼＼ j川崎日u I ~ 

1/11崎（｛ご＼＼～団LI＇，肉親出向抗原峨

1.5 ' 266 I 201 I 227 

3.0 I 306 ! 209 I 268 
5.0 I 247 i 189 I 202 

第77表健常白鼠皮下組織生・煮浸出液及び

抗原義液増量による溶血価増加百分

比総和の推移
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第46圏 各抗原液用量と；技大溶血価増加百分

上位との関係、

I一一生i長虫浪
n－！.：憂紅花
田一－抗原基来

I. 5 3.0 5.0 
ー→注射量（Cι）

第47図 各抗原液用量と溶Jfll価場加百分比総

和との関係

1.5 3.0 
__. ~主射量｛ ιι）

5.0 

2) 生体内対黄色ブドウ球菌喰燈作用

3) 流血中沈澱素産生作用

4) 流血中凝集本民生作用
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5) 溶血家産生作用

以上の全実験結果を通じて， Walker氏腫疹の生・

煮両浸出液がその各種免疫作用に著明な差奥を以て影

響を及ぼすことを認めた．即ち免疫元性能働力は，毎

常生浸出液を添加した場合には低下しp 煮浸出液を添

加した場合には強度に促進された．然るに該腫疹の発

生母地である皮下組織の生・煮両浸出液を添加した場

合は全く以上の結果と逆であって，生浸出液を添加

した場合がp 煮浸出液を添加した場合よりも 毎常こ

れら免疫元性能働力は旺盛であった．以上の事実は，

Walker氏E重疹中にはイムベヂン勢力の含有されてい

ることを立証するものである.RPち生浸出液中にはあ
らゆる免疫作用に対して阻止する勢力（イムベヂン〕

があって，この勢力が一定時間の煮沸で破却されるこ

とによって抗原性能働力は却って増強されることを示

すものであり，而もこの勢｝jを完全に破却するに必要

なる煮沸時間は＇ 100。'C, 30分間であることを立証す
るものである．

また免疫学的の通則ではあるがp 過量の抗原が必ず

過大の抗体を産生するものでなく，そこには免疫元の

好適用量のあることを立証するものである．

イムベヂンを産生する生物の限界に就ては青柳教授

の研究がありp 原生動物以下の微生物がこのイムペヂ

ンを産生することを立証されている．それ故にたとえ

それが顕微鏡的にえは培養的に実体が認められなくと

t，或る物質がイムベヂン現象を呈したならば，それ
は微生物の存在を意味するもので，このことは既に教

室先人迷の提唱しているところでありp 人間の肉腫及

び可移植性動物腫疹である t’ lfr（厄， l~l鼠肉l随，家鶏肉

臆， Brown-Pearce腫疹p Ehrlich腹水腫jl}j，吉田

肉腫等に於て，それぞれ例外なしにイムベヂン勢力を

立証している．

今ここに同じく可移植性のWalker氏腫蕩中にもイ

ムペヂン勢力を立証したのであるがわれわれはここで

もこの腫蕩の発生I~；~因もやはり徴主物でなければなら

ないと主張せ吉るをえないのである．近時電子顕微鏡

学の発達に （；＇.~－， 痘苗中や，或種の可移植性動物騒疫

細胞中からピールスが証明されつつあると云う事実か

らすればたとえ現段階ではその姿を，t2.めていないこの

腫蕩にも，近き将来に於て原因の微生物が見出される

ものと思われてならない．

結 語

可移植性動物腫疹の lつであるWalker氏腫療にイ

ンペヂン勢力の存在することを明白に立証した．従っ

てこの麗疹の発生原因は微生物によるものでなければ

ならぬと提唱するものである．
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